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はじめに 

 グラフェンの端を水素などで終端すると強磁性を示すと理論的に指摘されている 1）。実験的にも，水素含

有雰囲気下でレーザ蒸発させたナノカーボン微粒子 2）や高温で熱処理したグラフェン 3）が強磁性を示すとの

報告がある。炭素単体を強磁性化できれば応用面からも興味深い。本研究では液相放電法で合成したカーボ

ン微粒子およびグラフェンの磁気特性を評価したので報告する。 

実験方法 

カーボン微粒子はエタノール中の放電により合成した。放電電流は 10Aである。グラフェンは Cheap Tubes 

Inc.より酸化グラフェンを購入し，試料とした。どちらの試料も水素の吸着を目的として Ar ，H2混合ガス

雰囲気下，大気圧，800℃〜900℃で熱処理（水素処理）を行った。酸化グラフェンに関しては、水素処理に

おける水素の吸着を促進させることを目的として、処理前に 16時間超音波処理を行った。TGA, XRD, TEM

で構造解析を用い，VSM で磁気特性を評価した。 

実験結果 

 Fig.1 にグラフェンの磁気特性示す。未処理のグラフェンはグラファイトと同様に反磁性示しているが，水

素処理を行ったグラフェンのヒステリシスループは強磁性的な形状を示している。飽和磁化を見積もると

0.04 emu/g程度であり，この値は，Wangらが報告している熱処理した酸化グラフェンの飽和磁化の値 3）と同

程度である。水素処理により，磁気特性に変化が表れていることから，水素の存在がグラフェンの磁気特性

に影響を与えていることがわかる。 

 Fig.2 は液相放電法で合成したカーボン微粒子の磁気特性である。水素処理前は反磁性を示しているが，処

理後に若干の常磁性を示しており，水素処理により磁気特性に変化が表れたことがわかる。また，TGA,XRD

から，水素処理後にカーボン微粒子の結晶性が向上していることがわかっている。Asano らは結晶性の低い

ナノカーボン微粒子が強磁性を示し，結晶性の向上が強磁性の消失につながると報告しており 2），水素処理

による結晶性の向上が今回のカーボン微粒子が強磁性を示さなかった原因の１つであると考えられる。 
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Fig.2 Magnetic hysteresis loops of carbon 
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